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ehind Futokoroni-Tam
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orokuzu

は
じ
め
に

　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
る
『
懐
溜
諸
屑
』（
以
下
、『
諸
屑
』
と
略
記
）

は
、
噺
家
の
入
船
扇
蔵
が
収
集
し
た
資
料
を
柳
家
周
岱
が
整
理
し
た
も
の
と
伝
わ
る

が
、
収
集
者
の
扇
蔵
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と
は
判
明
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
噺
家

の
収
集
し
た
資
料
群
と
い
う
こ
と
で
、そ
の
中
に
は
噺
家
の
見
立
番
付
や
ビ
ラ
な
ど
、

噺
家
や
寄
席
の
興
行
に
か
か
わ
る
一
枚
摺
が
多
数
見
ら
れ
る
。
な
か
で
も
目
立
つ
も

の
と
し
て
、
色
摺
の
桂
文
治
の
興
行
ビ
ラ
が
あ
る
（
図
1
）。
後
述
す
る
が
、
桂
文

治
は
江
戸
・
上
方
双
方
の
落
語
界
と
か
か
わ
る
、
噺
家
の
中
で
も
大
き
な
名
跡
の
ひ

と
つ
で
あ
る
。
そ
し
て
文
治
の
興
行
ビ
ラ
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の

文
治
の
活
動
期
に
こ
れ
ら
の
資
料
が
収
集
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
こ
で
今
回
は

考
察
が
可
能
な
噺
家
の
代
表
格
と
し
て
、
該
当
期
の
桂
文
治
を
取
り
上
げ
つ
つ
、
そ

の
代
数
を
確
定
す
る
と
こ
ろ
か
ら
収
集
者
の
入
船
扇
蔵
の
特
定
に
つ
い
て
も
考
え
て

み
た
い
。

『
懐
溜
諸
屑
』収
集
者
の
入
船
扇
蔵
に
つ
い
て

N
A

K
A

G
A

W
A

 K
atsura

中
川
桂

図1　桂文治興行ビラ

-
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一　

桂
文
治
の
名
跡

　

桂
文
治
は
上
方
で
始
ま
っ
た
名
跡
で
、
初
代
は
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
頃
に
大

坂
の
坐
摩
社
で
落
語
の
定
席
を
開
い
た
人
物
で
あ
る
。
ま
た
、
落
語
の
歴
史
は
も
ち

ろ
ん
そ
れ
以
前
か
ら
存
在
す
る
が
、
現
在
の
落
語
家
の
系
譜
に
直
接
つ
な
が
る
始
祖

で
あ
り
、「
桂
」
を
名
乗
る
落
語
家
の
開
祖
で
あ
る
。
同
じ
く
大
坂
で
活
動
し
た
二

代
目
は
初
代
の
実
子
で
あ
り
、
若
く
し
て
没
し
た
。
そ
の
後
、
三
代
・
四
代
は
双
方

の
落
語
界
に
存
在
し
た
が
、三
代
目
は
江
戸
の
ほ
う
が
先
に
存
在
し
た
と
思
わ
れ
る
。

上
方
で
三
代
目
の
文
治
襲
名
が
な
さ
れ
た
の
は
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
よ
り
後
か

と
思
わ
れ
、
こ
れ
は
江
戸
で
文
治
が
名
乗
ら
れ
た
よ
り
も
事
後
に
な
る
。

　

五
代
目
か
ら
は
、
桂
文
治
は
原
則
と
し
て
江
戸
落
語
の
名
跡
と
な
り
、
現
在
も
東

京
の
落
語
界
で
十
一
代
目
の
文
治
が
活
躍
し
て
い
る
。

　

そ
れ
ら
代
々
の
概
要
を
確
認
す
る
資
料
と
し
て
は
『
本
朝
話
者
系
図
』
を
用
い
る
）
1
（

。

江
戸
の
三
代
目
文
治
に
つ
い
て
は
、『
本
朝
話
者
系
図
』
を
抜
粋
し
て
示
す
と
以
下

の
通
り
で
あ
る
。

古　

桂
大
和
大
掾　

初
メ
二
代
可
楽
門
勇
馬
。
本
芝
一
丁
目
ノ
産
な
り　

上
京

し
て
江
戸
は
な
し
扇
松
の
門
ニ
入
扇
勇
。
同
人
妻
ハ
文
治
の
娘
也
。
扇
松
没
し

て
入
夫
と
な
る
。
文
政
十
亥
年
三
世
可
楽
せ
い
馬
と
云
。
初
而
上
京
。
扇
勇
を

取
持
て
三
代
桂
文
治
と
な
す
。

　

こ
れ
に
よ
る
と
師
匠
で
あ
る
扇
松
の
妻
が
、
上
方
の
三
代
目
文
治
の
娘
で
あ
っ

た
。
扇
松
が
没
し
た
の
ち
に
入
夫
と
な
っ
た
縁
で
、
江
戸
に
お
い
て
三
代
目
文
治
を

名
乗
っ
た
と
い
う
経
緯
で
あ
る
。

　

芸
名
に
つ
い
て
は
、（
初
代
翁
家
さ
ん
馬
門
下
の
）
さ
ん
遊
↓
房
馬
↓
上
方
で
（
扇

松
門
下
の
）扇
勇
を
経
て
、文
政
十
年
頃
か
ら
江
戸
に
お
い
て
三
代
目
文
治
を
名
乗
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
は
天
保
末
頃
、
初
代
才
賀
に
文
治
を
譲
り
、
文
楽
↓
楽

翁
↓
大
和
大
掾
と
改
名
し
た
。
従
っ
て
文
治
の
名
乗
り
は
文
政
十
年
頃
か
ら
天
保
末

頃
の
間
で
あ
る
。
最
後
は
大
和
大
掾
を
名
乗
っ
た
。

　

江
戸
で
四
代
目
を
名
乗
っ
た
噺
家
は
、
才
治
郎
の
門
人
と
し
て
前
名
・
才
賀
を
名

乗
り
、
そ
の
後
四
代
目
文
治
と
な
り
、
大
和
、
も
し
く
は
大
和
大
掾
の
名
で
没
し
た
。

文
治
を
名
乗
っ
た
の
は
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
か
ら
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）

あ
た
り
と
推
定
さ
れ
る
。

　
『
本
朝
話
者
系
図
』
の
記
述
は
、
以
下
の
通
り
簡
略
で
あ
る
。

養
子　

古　

桂
大
和　

初
メ
竜
斎
新
語
ノ
門
人
才
賀
四
ツ
谷
ノ
サ
ン
都
川
歌
丸

ノ
弟
也　

四
代
文
治
。

大
和
と
云
テ
没
ス

　

そ
の
注
釈
で
は
『
文
之
助
系
図
）
2
（

』
に
よ
り
、「
四
代
目
桂
文
治　

后
二
代
目
大
和

大
掾
又
桂
寿
ト
云　

慶
応
二
卯
年
六
月
廿
六
日　

四
十
九
才
卒
ス（
後
略
）」と
あ
り
、

没
年
が
記
さ
れ
て
い
る
。
生
年
は
逆
算
に
よ
り
文
政
二
年
と
な
る
。
こ
こ
で
は
慶
応

二
年
（
一
八
六
六
）
の
没
と
す
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
慶
応
三
年
と
す
る
も
の
も

あ
る
（『
古
今
東
西　

落
語
家
事
典
』）。
天
保
十
二
年
に
三
代
目
文
治
の
養
子
と
な

り
四
代
目
を
襲
名
し
た
。
万
延
二
年
正
月
、
二
代
目
文
楽
に
名
跡
を
譲
っ
て
二
代
目

大
和
大
掾
と
な
る
。
従
っ
て
名
乗
り
の
期
間
は
（
一
説
に
）
天
保
十
二
年
か
ら
万
延

元
年
の
間
で
あ
る
。
ち
な
み
に
長
男
の
由
之
助
が
の
ち
に
六
代
目
文
治
を
継
い
で
い

る
。

　
『
諸
屑
』
所
収
の
、
見
立
番
付
を
中
心
と
す
る
寄
席
関
係
資
料
は
多
く
が
こ
の
期

間
す
な
わ
ち
四
代
目
文
治
の
活
動
時
期
に
あ
た
り
、
従
っ
て
『
諸
屑
』
に
所
収
さ
れ

る
数
点
の
番
付
や
寄
席
ビ
ラ
に
見
ら
れ
る
文
治
は
、
ほ
ぼ
こ
の
四
代
目
と
考
え
ら
れ

る
）
3
（

。

　

以
下
の
代
々
を
簡
略
に
記
せ
ば
、
五
代
目
は
万
延
二
年
正
月
に
前
名
の
二
代
目
文

楽
か
ら
五
代
目
と
し
て
文
治
の
名
を
継
い
だ
が
、
早
々
に
死
去
し
て
い
る
。
没
年
は
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万
延
元
年
と
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
文
治
を
名
乗
っ
た
の
は
ご
く
短

期
間
で
あ
り
、『
諸
屑
』
よ
り
は
少
し
の
ち
の
時
代
に
あ
た
る
。
六
代
目
は
音
曲
・

芝
居
噺
を
得
意
と
し
た
噺
家
で
、
慶
応
二
年
に
六
代
目
文
治
を
襲
名
し
た
。
明
治
期

の
資
料
に
見
え
る
文
治
は
こ
の
六
代
目
で
あ
る
。
再
度
述
べ
れ
ば
、
こ
こ
に
示
し
た

五
代
目
・
六
代
目
は
時
期
的
に
適
合
せ
ず
、
四
代
目
の
文
治
が
『
諸
屑
』
の
時
期
に

該
当
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
『
諸
屑
』
に
収
め
ら
れ
る
番
付
の
多
く
に
は
、
落
語
界
で
重
要
な
存
在
で
あ
る
桂

文
治
の
名
が
見
え
る
。
年
次
の
確
定
さ
れ
る
い
く
つ
か
の
も
の
を
取
り
上
げ
て
そ
の

位
置
付
け
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

な
お
、
年
記
の
な
い
番
付
の
年
次
は
、『
諸
屑
』
所
収
の
も
の
と
同
じ
も
の
が
『
日

本
庶
民
文
化
史
料
集
成
』
第
八
巻
「
寄
席
・
見
世
物
」
中
の
「
番
附
」
に
多
く
収
載

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
書
の
解
題
（
延
広
真
治
氏
に
よ
る
）
を
参
照
し
た
。

　

弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
の
番
付
『
昔
噺
連
名
』
で
は
、
文
治
は
西
小
結
に
位
置

し
て
い
る
。
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
の
番
付
『
昔
噺
』
で
は
東
小
結
の
位
置
で
あ

る
。
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
の
一
枚
摺
『
昔
噺
』（
図
2
）
に
は
大
関
や
前
頭
等

の
位
付
け
は
な
い
が
、
文
治
は
二
段
目
の
中
央
寄
り
に
位
置
し
て
お
り
「
四
代
目
桂

文
治
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
代
数
も
確
認
で
き
る
。
そ
の
ほ
か
、
逐
一
挙
げ
る
こ
と

は
し
な
い
が
、
い
ず
れ
の
見
立
番
付
に
お
い
て
も
文
治
の
名
は
東
ま
た
は
西
の
上
位

に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
れ
ら
か
ら
、
四
代
目
の
文
治
は
見
立
番
付
に
お
い
て
大
関
と
位
置
付
け
ら
れ

る
よ
う
な
、
落
語
界
の
筆
頭
に
君
臨
す
る
ほ
ど
の
存
在
で
は
な
い
も
の
の
、
必
ず
と

い
っ
て
よ
い
ほ
ど
上
位
に
配
置
さ
れ
る
、
当
時
を
代
表
す
る
噺
家
の
一
人
で
あ
る
と

い
え
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
『
諸
屑
』
に
収
集
さ
れ
た
番
付
類
か
ら
は
、
そ
れ
が
弘
化

か
ら
安
政
年
間
の
も
の
が
中
心
で
あ
り
、
こ
の
期
間
は
四
代
目
文
治
の
活
動
期
に
合

致
す
る
こ
と
か
ら
、
先
述
し
た
「
図
1
」
の
、
色
摺
で
年
記
の
な
い
興
行
ビ
ラ
に
つ

い
て
も
四
代
目
文
治
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
判
断
し
た
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
文
治
は
大
き
な
名
跡
な
の
で
、
見
立
番
付
に
は
必
ず
そ
の
名
が
掲

図2　『昔噺』

載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
小
噺
が
載
る
摺
物
な
ど
も
あ
り
）
4
（

、
文
治
の
存
在
の
大

き
さ
、
す
な
わ
ち
「
大
看
板
」
で
あ
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。

二　

入
船
扇
蔵
の
代
々

　

次
に
、『
諸
屑
』
の
収
集
者
で
あ
る
入
船
扇
蔵
に
つ
き
、
そ
の
代
々
を
確
認
し
た

い
。
た
だ
し
、
桂
文
治
の
よ
う
な
大
き
な
名
跡
と
は
そ
も
そ
も
前
提
が
異
な
る
。
大

事
に
扱
わ
れ
た
名
跡
で
は
な
い
だ
け
に
、
代
々
の
系
譜
に
は
位
置
付
け
ら
れ
な
い
ま

ま
扇
蔵
を
名
乗
っ
た
者
も
あ
り
、
厳
密
な
代
数
の
確
定
は
難
し
い
。
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『
本
朝
話
者
系
図
』
で
は
三
代
（
三
人
）
の
扇
蔵
が
確
認
で
き
る
。
初
代
の
扇
蔵

に
あ
た
る
の
は
次
の
噺
家
で
あ
る
。

古　

二
代　

扇
橋　

鈴
木
十
蔵
。
滑
稽
咄
ニ
長
す
。
初
メ
新
橋
又
。
入
舟
扇

蔵
。
な
ぞ
〳
〵
合
。
短
冊
に
と
き
記
す
。
狂
言
作
者
。
並
木
五
瓶　

仙
台
ニ
而

七
十
五
才
ニ
而
歿
ス

　

同
書
の
注
釈
と
も
あ
わ
せ
て
判
断
す
る
と
、
当
初
は
新
橋
を
名
乗
り
、
扇
蔵
を
経

て
、
最
後
は
二
代
目
扇
橋
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
扇
蔵
を
名
乗
っ
た
時
期
は
特
定

で
き
な
い
。「
天
保
十
二
年
以
降
は
高
座
を
退
い
た
と
思
わ
れ
る
」
と
も
あ
り
、『
諸

屑
』
の
資
料
の
時
期
と
は
合
致
し
に
く
い
。

　

続
い
て
二
代
目
を
確
認
し
た
い
。

二
代
門　

古　

三
代　

扇
橋　

愛
宕
下
の
産
。
山
高
鉄
三
郎
。
初
メ
扇
童
。
又

扇
の
助
。
又
二
代
扇
蔵
と
云
。
野
州
宇
都
宮
ニ
歿
ス
。
扇
橋
三
代
目
迄
人
物
絶

品
也

　

こ
ち
ら
は
扇
童
か
ら
扇
の
助
（
扇
之
助
）
を
経
て
二
代
目
扇
蔵
と
な
り
、
そ
の
後

は
三
代
目
扇
橋
と
な
る
。

同
書
注
に
は

天
保
十
年
『
噺
連
中
帳
』
に
見
え
る
「
入
船
扇
蔵
」、
同
十
三
年
『
百
面
相
仕

方
ば
な
し
』
に
見
え
る
「
扇
橋
」
以
降
嘉
永
五
年
『
昔
噺
』
の
「
当
時
旅
行
部
」

に
見
え
る
「
三
代
目
扇
橋
」
ま
で
同
一
人
と
考
え
ら
れ
る
。（
中
略
）『
落
語
家

事
典
』
に
、
天
保
十
二
年
に
は
師
名
を
譲
ら
れ
三
代
目
と
な
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
、
弘
化
、
嘉
永
頃
の
番
付
に
三
代
目
と
し
て
見
え
る
、
と
あ
る
。
弘
化
三

年『
昔
噺
連
名
』世
話
役
欄
に「
舩
遊
亭
扇
橋
」、
弘
化
四
年
〜
嘉
永
三
年
頃『
昔

噺
連
中
枝
葉
鏡
』
三
段
目
に
「
扇
蔵
改
二
代
目
扇
橋
門
人
扇
蔵　

三
代
目
舩
遊

亭
扇
橋
」
と
あ
り
。
生
没
、
墓
所
等
は
未
詳
。

と
見
え
る
。『
百
面
相
仕
方
ば
な
し
』
か
ら
、
少
な
く
と
も
天
保
十
三
年
に
は
前
名

の
扇
蔵
か
ら
三
代
目
扇
橋
を
襲
名
し
て
い
る
と
思
わ
れ
、
弘
化
か
ら
嘉
永
年
間
に
は

扇
橋
で
活
動
し
て
い
る
。
扇
蔵
の
名
で
活
動
し
て
い
た
時
期
は
、『
諸
屑
』
の
資
料

が
見
ら
れ
る
時
期
よ
り
は
や
や
早
い
よ
う
で
あ
る
。

　

次
に
三
代
目
の
扇
蔵
を
確
認
し
た
い
。『
本
朝
話
者
系
図
』
の
記
述
は
「（
三
代
扇

橋
門
人
）
古　

扇
蔵　

下
谷
ノ
サ
ン
」
と
、
甚
だ
簡
略
な
も
の
で
し
か
な
い
。
同
書

の
注
釈
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

『
奇
奴
部
類
）
5
（

』
に
「
下
谷　

三
代
目　

入
船
扇
蔵　

始
メ
三
代
目
船
遊
亭
扇
橋
門

人
晴
風
舎
扇
子
ト
云
」
と
あ
り
。
師
で
あ
る
三
代
目
扇
橋
の
前
名
と
し
て
二
代

目
扇
蔵
が
見
え
、
こ
の
扇
蔵
は
『
奇
奴
部
類
』
に
あ
る
よ
う
に
三
代
目
と
い
う

こ
と
に
な
ろ
う
が
、
扇
蔵
の
代
々
は
混
乱
が
見
ら
れ
、
代
数
は
必
ず
し
も
確
定

的
で
は
な
い
。

　

こ
こ
で
は
代
数
に
つ
い
て
断
定
が
避
け
ら
れ
て
い
る
が
、「
扇
蔵
の
代
々
は
混
乱

が
見
ら
れ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
代
数
確
定
が
困
難
な
面
が
あ
る
た
め
で
あ
る
）
6
（

。
し
か

し
三
代
目
扇
橋
の
門
人
で
あ
る
こ
と
と
下
谷
の
出
で
あ
る
こ
と
が
両
文
献
で
一
致
す

る
点
か
ら
、
扇
子
を
前
名
と
す
る
入
船
扇
蔵
を
、
ひ
と
ま
ず
三
代
目
の
入
船
扇
蔵
と

し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
後
述
す
る
番
付
や
摺
物
で
も
、
前
名
の
扇
子
か
ら
扇
蔵
に
改
名

し
た
こ
と
を
示
す
も
の
が
三
点
あ
り
、
う
ち
一
点
に
「
扇
子
改　

三
代
目
扇
蔵
」
と

の
表
記
が
見
ら
れ
る
の
で
、
扇
子
か
ら
改
名
し
た
扇
蔵
が
三
代
目
で
あ
る
と
す
る
資

料
は
、
計
二
点
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、明
治
四
年
前
後
の
成
立
で
あ
る
『
本
朝
話
者
系
図
』
に
「
古　

扇
蔵
」（
筆

者
注
…
「
古
」
は
「
故
」
の
意
）
と
あ
り
、
そ
の
頃
に
は
す
で
に
没
し
て
い
る
こ
と



11

[『懐留諸屑』収集者の入舟扇蔵について ]……中川 桂

が
知
ら
れ
る
。
い
っ
ぽ
う
、『
諸
屑
』
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
安
政
頃
ま
で
の
も
の
が

多
い
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
こ
の
死
没
時
期
も
辻
褄
が
合
う
。

　

よ
っ
て
、『
諸
屑
』
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
し
た
扇
蔵
は
、
前
名
「
扇
子
」
か
ら
三

代
目
の
「
扇
蔵
」
に
な
っ
た
こ
の
人
物
と
確
定
し
た
い
。

三　

入
船
扇
蔵
の
位
置
付
け

　

こ
こ
で
『
諸
屑
』
所
収
の
番
付
類
か
ら
、こ
の
扇
蔵
の
芸
名
の
変
化
や
位
置
付
け
、

お
よ
び
芸
風
に
関
す
る
記
述
を
見
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
扇
子
の
名
で
掲
載
さ
れ
て

い
る
も
の
が
三
点
存
在
す
る
。
弘
化
四
年
か
ら
嘉
永
二
年
の
間
の
刊
行
と
考
え
ら
れ

る
番
付
『
大
寄
鑑
』
で
は
、「
入
船
扇
子
」
と
し
て
西
四
段
目
（
最
下
段
）
の
前
頭

の
位
置
に
見
ら
れ
る
。
次
に
、弘
化
三
年
の
年
記
を
含
む
番
付
『
昔
噺
連
名
』
で
は
、

西
側
の
三
段
目
、
前
頭
の
後
半
に
か
か
る
位
置
に
扇
子
の
名
が
見
え
る
。
ま
た
、
年

次
不
明
の
番
付
『
大
世
勢
』
で
は
や
は
り
「
入
舟
扇
子
」
と
し
て
西
前
頭
三
段
目
に

見
ら
れ
る
。

　

改
名
に
触
れ
た
も
の
は
三
点
存
在
す
る
。
弘
化
四
年
か
ら
嘉
永
三
年
の
間
の
刊
行

と
考
え
ら
れ
る
摺
物
『
当
時
昔
噺
連
中
枝
葉
鏡
』（
図
3
）
で
は
、
三
段
目
右
方
に

掲
載
さ
れ
て
い
て
「
扇
子
改　

三
代
目
扇
蔵
」
と
あ
り
、嘉
永
五
年
の
番
付
『
昔
噺
』

で
は
、
西
二
段
目
、
前
頭
の
位
置
に
「
扇
子
改　

入
舩
扇
蔵
」
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、

嘉
永
七
（
安
政
元
）
年
の
摺
物
『
寅
春
新
梓　

落
語
年
代
記
』
に
は
「
扇
蔵　

入
舟

ト
云
。
始
メ
扇
子
ト
云
」
と
記
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
か
ら
う
か
が
う
と
こ
ろ
で
は
、
お
そ
ら
く
嘉
永
三
年
ご
ろ
ま
で
に
は
扇
子

か
ら
扇
蔵
に
改
名
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
嘉
永
七
年
に
至
っ
て
は
扇
蔵
と
し
て
認
識

さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
嘉
永
四
年
の
『
昔
は
な
し
』
で
は
西
前
頭
二
段
目
に

「
入
舩
扇
蔵
」
が
見
え
る
が
、
同
番
付
に
「
扇
子
」
は
見
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
年
次

が
明
確
な
も
の
と
し
て
後
年
の
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
安
政
二
年
の
『
昔
噺
』
で
は
、

掲
載
さ
れ
て
い
る
位
置
は
最
下
段
左
端
で
あ
る
も
の
の
、
西
側
の
「
頭
取
」
二
名
の

う
ち
の
一
名
と
し
て
「
入
舟
扇
蔵
」
の
名
が
見
え
る
の
で
、
安
政
初
頭
に
は
扇
蔵
の

図3　『当時昔噺連中枝葉鏡』
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名
が
定
着
し
、
か
つ
一
定
の
存
在
感
を
有
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

次
に
扇
蔵
の
芸
風
を
う
か
が
う
こ
と
の
で
き
る
資
料
を
見
て
お
く
。
年
次
は
不
明

で
あ
る
が
、
三
幅
対
（
三
人
一
組
）
の
形
式
で
芸
人
の
名
を
記
し
た
摺
物
『
為
御

覧
』
で
は
、
上
か
ら
四
段
目
と
下
方
な
が
ら
も
「
う
き
よ
は
な
し
」（
浮
世
噺
）
の

欄
に
「
勝
蔵
、
栄
枝
、
扇
蔵
」
と
三
名
中
の
一
人
と
し
て
名
が
見
え
る
。
こ
の
摺

物
で
は
、
芸
内
容
の
区
分
と
し
て
「
浮
世
噺
」
は
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

が
一
般
的
な
落
語
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
扇
蔵
の
得
意
と
す
る
芸
も
、
怪

談
噺
や
人
情
噺
等
で
は
な
く
、滑
稽
味
の
多
い
落
語
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

ま
た
、
林
屋
正
蔵
が
所
持
し
て
い
た
西
両
国
林
屋
席
の
興
行
ビ
ラ
（
図
4
）
で
、
年

次
は
不
明
で
あ
る
が
「
當
ル
正
月
元
日
ひ
る
時
ヨ
リ
」
と
の
記
載
の
あ
る
も
の
に
扇

蔵
の
名
が
あ
り
、
林
屋
席
へ
の
出
演
機
会
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
が
、
そ

こ
に
は
「
滑
稽
は
な
し　

扇
蔵
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
や
は
り
笑
い
を
主
と

す
る
、
こ
ん
に
ち
の
落
語
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
笑
い
を
主
眼
と
す
る
滑
稽
味
の

多
い
ネ
タ
が
扇
蔵
の
得
意
芸
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
『
落
語
根
無
種
／
評
判
譬
喩
諺　

鼻
競
鞍
馬
大
會
』
は
、
嘉
永
六
年
か
ら
安
政
三

年
の
間
に
刊
行
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
一
枚
摺
で
、
計
五
十
名
の
落
語
家
の
寸
評
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
「
入
ふ
ね
扇
蔵
」
も
含
ま
れ
て
お
り
、「
人
を
い
の

ら
バ
穴
ふ
た
つ　

芸
道
ハ
い
ふ
事
ハ
な
け
れ
ど
も
小
が
た
な
ざ
い
く
や
ご
ま
を
す
る

事
は
御
出
世
の
さ
ま
た
げ
で
厶
り
升
」
と
の
評
が
記
さ
れ
て
い
る
。
意
味
す
る
と
こ

ろ
が
今
一
つ
判
然
と
し
な
い
が
、
せ
っ
か
く
芸
の
実
力
は
あ
る
の
だ
が
、
人
に
お
も

ね
り
、
取
り
入
ろ
う
と
す
る
こ
と
に
神
経
を
向
け
て
い
る
よ
う
で
は
落
語
家
と
し
て

大
成
し
な
い
、
と
い
っ
た
こ
と
を
書
い
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
話
芸
の
力
量
は

あ
っ
た
も
の
の
、
何
か
身
の
処
し
方
が
原
因
で
信
頼
を
得
ら
れ
ず
、
重
用
さ
れ
な
い

落
語
家
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

最
後
に
、
一
風
変
わ
っ
た
落
語
家
の
一
枚
摺
が
『
諸
屑
』
中
に
見
ら
れ
る
の
で
紹

介
し
て
お
く
。
そ
れ
は
年
次
不
明
の
、『
江
戸
じ
ま
ん　

は
な
し
家
名
勝
図
会
』
と

題
さ
れ
た
も
の
（
図
5
）
で
、噺
家
連
中
の
得
意
芸
や
芸
名
の
イ
メ
ー
ジ
を
用
い
て
、

図4　林家席興行ビラ
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図5　『江戸じまん　はなし家名勝図会』

そ
れ
ぞ
れ
の
噺
家
を
山
野
や
建
物
な
ど
の
名
所
に
見
立
て
て
一
枚
の
風
景
図
に
入
れ

込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
扇
蔵
は
、
画
面
左
上
方
の
、
構
図
上
で
は
も
っ
と
も

奥
の
方
に
置
か
れ
て
い
る
。「
入
船
」
の
屋
号
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
港
の
風
景
に
擬
さ

れ
、「
扇
蔵　

入
舟
見
ゆ
る
に
ぎ
や
か
也
」
と
の
文
が
付
さ
れ
て
い
る
。
扱
わ
れ
方
は

小
さ
く
、
見
立
番
付
に
例
え
れ
ば
最
下
段
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う

な
位
置
で
あ
っ
て
も
噺
家
連
中
の
下
位
に
は
含
ま
れ
る
扇
蔵
の
存
在
が
う
か
が
え
る
。

　

総
じ
て
見
立
番
付
で
は
、
扇
蔵
は
多
く
が
前
頭
の
位
置
、
そ
れ
も
上
位
で
は
な
く

二
段
目
以
降
の
下
段
で
よ
く
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
こ
か
ら
、
扇
蔵
は
噺
家
と
し
て
さ

ほ
ど
大
き
な
存
在
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。だ
が
ま
た
見
方
を
変
え
れ
ば
、

『
江
戸
じ
ま
ん　

は
な
し
家
名
勝
図
会
』
に
も
登
場
し
て
い
た
よ
う
に
、
番
付
に
掲

載
さ
れ
な
い
無
名
レ
ベ
ル
の
噺
家
で
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
扇
蔵
は
大
物
の
噺
家
と

は
い
え
な
い
も
の
の
、
斯
界
に
一
定
の
存
在
感
を
有
す
る
人
物
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

ま
と
め

　

ま
ず
、『
諸
屑
』
に
は
噺
家
に
か
か
わ
る
多
数
の
見
立
番
付
が
収
集
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
う
ち
の
多
く
に
名
が
見
え
る
四
代
目
桂
文
治
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
収
集
さ
れ

た
時
期
を
あ
る
程
度
限
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
上
で
入
船
扇
蔵
を
見
る
と
、

そ
の
活
動
時
期
と
資
料
の
収
集
時
期
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
三
代
目
の
扇
蔵
が
資
料
を
収

集
し
た
人
物
で
あ
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

今
回
は
大
物
噺
家
の
代
表
格
と
し
て
、『
諸
屑
』
中
に
色
摺
の
興
行
ビ
ラ
が
残
さ

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
桂
文
治
を
取
り
上
げ
た
が
、
も
ち
ろ
ん
他
の
噺
家
に
つ
い

て
も
、
吟
味
す
れ
ば
種
々
興
味
深
い
点
が
出
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
際

も
、
ど
ん
な
番
付
に
も
顔
を
出
し
て
い
る
文
治
を
確
認
す
る
こ
と
が
、
基
本
線
の
確

認
の
役
割
を
果
た
し
得
る
と
考
え
て
い
る
。

　

入
船
扇
蔵
は
些
末
な
名
跡
で
あ
る
だ
け
に
、
そ
の
芸
名
を
名
乗
っ
た
も
の
の
、
代

数
に
数
え
ら
れ
ず
に
忘
れ
ら
れ
た
者
も
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、『
本
朝
話
者
系
図
』



14

国立歴史民俗博物館研究報告
第 222集　2020年 11月

（
1
）　
「
全
亭
武
正
事　

三
世
三
笑
亭
可
楽
」
が
記
し
た
も
の
で
、
こ
の
可
楽
は
代
数
で
は
二
代
目

と
三
代
目
の
間
に
位
置
し
、
正
規
の
代
数
に
は
含
め
ら
れ
て
い
な
い
。
成
立
時
期
も
明
確
で

は
な
い
が
、
明
治
四
年
正
月
ま
で
に
成
立
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
筆
者
を
含
む
研
究
者

五
名
に
よ
る
「
本
朝
話
者
系
図
の
会
」
に
よ
り
翻
刻
・
注
釈
が
な
さ
れ
、
国
立
劇
場
調
査
養

成
部
編
で
『
国
立
劇
場
演
芸
資
料
選
書
』11
と
し
て
刊
行
。

（
2
）　

正
式
名
称
は
『
古
今
落
語
系
図
一
覧
表
』
で
、『
文
之
助
系
図
』
は
四
代
目
桂
文
之
助
が
著

し
た
こ
と
か
ら
の
通
称
で
あ
る
。
山
本
進
の
校
注
で
、
国
立
劇
場
調
査
資
料
課
編
『
演
芸
資

料
選
書
』8
と
し
て
刊
行
。

（
3
）　
『
諸
屑
』
所
収
資
料
の
う
ち
文
治
の
名
が
見
ら
れ
る
も
の
の
中
で
、
天
保
八
年
の
摺
物
『
雅

俗
流
行
合
』（「
所
作
話　

文
治
」
と
あ
り
）
の
文
治
の
み
、
時
期
的
に
三
代
目
の
文
治
と
考

え
ら
れ
る
。

（
4
）　

表
題
は
な
い
が
、
噺
家
五
名
の
小
噺
を
収
載
し
た
摺
物
が
『
諸
屑
』
中
に
残
る
。
文
治
の
も

の
は
「
上
方
者
」
と
題
さ
れ
た
小
噺
で
、
内
容
は
以
下
の
通
り
。

　
　
　

大
黒
屋
の
子
つ
助
と
い
ふ
男
、
恵
方
参
り
に
伊
勢
参
宮
か
ら
上
方
見
物
に
来
り
、
江
戸
と
ち

が
つ
て
上
方
ハ
せ
ま
い
所
だ
と
い
ハ
れ
て
上
方
者
む
つ
と
し
て　

上
乁
モ
シ
そ
な
い
に
お
つ

し
や
る
が
、
神
社
仏
閣
ハ
上
方
じ
や
。
の
こ
ら
ず
御
見
物
な
さ
れ
た
か　

子
乁
わ
つ
ち
も
こ

ね
づ
ミ
の
時
分
一
度
の
ぼ
つ
て
見
や
し
た
が
，
そ
し
て
け
ふ
ハ
ど
こ
を
見
せ
な
さ
る
よ　

上

乁
さ
よ
じ
や
。
今
か
ら
四
天
王
寺
の
七
堂
が
ら
ん
を
案
内
し
ま
せ
う　

子
乁
お
ら
ア
天
王
寺

は
ま
つ
ひ
ら
御
め
ん
だ　

上
乁
ナ
ゼ
イ
ナ　

子
乁
ハ
テ
ね
こ
門
が
有
る
か
ら　
　

桂
文
治

（
5
）　

正
式
名
称
は
『
落
語
家
奇
奴
部
類
』。
二
代
目
船
遊
亭
扇
橋
著
、
弘
化
五
年
序
。『
日
本
庶
民

文
化
史
料
集
成
』
第
八
巻
ほ
か
に
翻
刻
が
あ
る
。

（
6
）　
『
文
之
助
系
図
』
で
は
「
三
代
扇
蔵　

初
メ
扇
蝶
改
」
と
あ
り
、『
本
朝
話
者
系
図
』
の
「
扇

蔵
の
代
々
は
混
乱
が
見
ら
れ
」
と
の
注
釈
は
こ
こ
か
ら
来
て
い
る
。

註 等
に
基
づ
く
把
握
に
お
い
て
、
現
時
点
で
は
三
代
目
と
し
て
認
識
さ
れ
る
入
船
扇
蔵

が
収
集
者
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
こ
の
扇
蔵
は
主
と
し
て
滑
稽
ば
な
し
を
演
じ

た
落
語
家
で
あ
っ
た
こ
と
を
ひ
と
ま
ず
確
定
し
た
、
と
い
う
と
こ
ろ
で
今
回
は
任
を

終
え
た
い
。

（
二
松
学
舎
大
学
文
学
部
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）

（
二
〇
一
九
年
八
月
五
日
受
付
、
二
〇
二
〇
年
一
月
二
七
日
審
査
終
了
）


